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【学校教育分野】

基本目標 1　学校教育内容の充実

基本目標 2　学校教育環境の整備
○確かな学力の育成（基礎的・基本的な学力の定着
　と学習習慣の育成）
○豊かな心と健やかな体の育成（道徳、体力向上、
　読書）
〇社会に出て活躍できる時代に即応した人材の育成
○人権教育活動の推進
○生徒指導・教育相談体制の充実（非行・問題行動、
　不登校対策の推進、いじめ防止対策の体制整備と
　推進）
○家庭・地域の連携・協働による学校教育の推進
〇学校の働き方改革と資質向上に向けた研修の充実
○教職員人事評価・学校評価を生かした学校経営
〇学校施設の整備推進
○教育環境整備の推進
○安心・安全な学校給食の運営と食育の推進
－－主な事業－－
・プログラミング教育用教材の整備

・国際理解・伝統文化・人権教育などオリパラ教育
　の推進
・トイレの洋式化を含む
　大規模改修（工事／幸手
　小、権現堂川小、上高野
　小、吉田小、行幸小）

幸手市の教育が目指すもの

子どもがいきいき育ち 市民が学び 活躍できるまち

令和元年度下半期
（令和元年 10 月 1 日～令和 2年 3月 31 日）

幸手市の家計簿

問合せ　一般会計・特別会計　財 政 課☎ (43)1111 内線 253・ (43)3783
　　　　水 道 事 業 会 計　水道管理課☎ (48)0050・ (48)0120
　　　　公共下水道事業会計　下 水 道 課☎ (47)3340・ (48)0120

グラフは、下記のとおり表記しています。

上段：収入済額・支出済額
下段：収入率・支出率

（　　　　　で表示 ）

8 億 5,377 万円
（100.0％）

6億 7,720 万円
（48.7％）

36 億 2,488 万円
（102.3％）

32 億 6,420 万円
（88.8％）

65 億 6,130 万円
（98.1％）

12 億 3,525 万円
（100.0％）

12 億 1,785 万円
（98.2％）

11 億 3,523 万円
（88.6％）

16 億 167 万円
（87.5％）

14 億 4,108 万円
（70.0％）

58 億 5,414 万円
（90.1％）

19 億 9,985 万円
（86.0％）

15 億 7,613 万円
（73.2％）

衛生費

　　12億4,041万円

各種検診・予防接種、ごみ・し
尿処理などに使うお金

公債費

市債（市が借り入れたお金）の
返済に使うお金

12億8,160万円

一般会計 予算現額　173 億 8,835 万円 市の人口　50,740 人（令和 2年 3月 31 日現在）

歳入 歳出収入済額 162 億 1,660 万円（93.3%) 支出済額 148 億 2,595 万円（85.3%）
市民一人あたりの市税負担額　129,312 円 市民一人あたりに使ったお金　292,195 円

※人件費や施設の光熱費などは、各費目に含まれています。

特別会計

企業会計

特別会計とは、特定の収入を特定の目的に使う場合など、一般会計と経理を区分するために設置している
会計のことです。

企業会計とは、特別会計のうち地方公営企業法の適用を受け、料金収入などでサービスを行う、企業的性
格の強い会計のことです。

繰越金 8億5,377万円
平成30年度決算による令和元年
度予算への繰越金

市債 　　　13億9,000万円
市が借り入れるお金

国・県からの交付金
35億4,491万円

国・県が徴収した税などの中か
ら市が交付を受ける地方交付税
など

国・県からの補助金
36億7,562万円

国・県から市が交付を受ける補
助金・負担金など

市税 　　　66億8,825万円
市民税、固定資産税など、みな
さんに納めていただく税金

教育費

小・中学校､生涯学習､スポーツ
振興などに使うお金

　21億5,407万円

18億3,152万円総務費
広報・広聴、企画、市税の徴収
などに使うお金

土木費 　　20億5,823万円
道路や橋、公園などの整備・維
持管理に使うお金

民生費 　　64億9,630万円
子育て支援や、障がい者・高齢
者などの福祉に使うお金

そのほか 23億2,622万円
消防費（消防、救急、防災・災
害対策）など

予算現額 予算現額

そのほか 12億3,580万円
使用料、手数料など

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 62 億 3,139 万円 58 億 4,068 万円 93.7% 58 億 1,169 万円 93.3%
後期高齢者医療特別会計 6億 3,751 万円 6億 3,429 万円 99.5% 5 億 5,182 万円 86.6%
介 護 保 険 特 別 会 計 37 億 965 万円 35 億 4,935 万円 95.7% 33 億 4,626 万円 90.2%
農業集落排水事業特別会計 3,506 万円 3,440 万円 98.1% 3,226 万円 92.0%
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 5 億 5,448 万円 4億 7,779 万円 86.2% 3 億 3,561 万円 60.5%

区分 収入 支出
予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

水道事業会計 収益的収支 11 億 4,332 万円 10 億 3,757 万円 90.8% 11 億 395 万円 6億 5,611 万円 59.4%
資本的収支 5,227 万円 4,007 万円 76.7% 5 億 1,895 万円 3億 8,418 万円 74.0%

公共下水道事業会計 収益的収支 7億 631 万円 6億 9,382 万円 98.2% 7 億 701 万円 6億 8,490 万円 96.9%
資本的収支 7億 3,252 万円 7億 851 万円 96.7% 8 億 7,203 万円 7億 8,917 万円 90.5%

※資本的収支の収入と支出の差額は、内部留保資金により補てんされます。

毎年 2回、予算の執行状況を公表

【社会教育分野】

基本目標 3　青少年の健全な育成
○青少年健全育成の推進と充実および読書活動の
　推進
－－主な事業－－
・さって子どもセンター事業、
　子ども大学さっての実施
・放課後子ども教室の推進

基本目標 4　社会教育の充実
〇東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大
　会に係る関連事業の実施
○市民との協働による社会教育活動の推進
○公民館活動の充実
〇図書館運営の充実
○市民との協働によるスポーツ・レクリエーション
　活動の振興
○体育施設の利用促進と管理運営の充実
○人権啓発活動の充実
－－主な事業－－
・東京 2020 オリンピック・
　パラリンピック開催を契機
　としたベナン共和国との交
　流事業の実施

基本目標 5　歴史・伝統文化の継承と活用
○文化財の保護と活用および調査と研究
○郷土資料館の活用と充実
〇歴史・伝統文化の継承
－－主な事業－－
・伝統的な行事や文化の継承

　　令和 2年度幸手市教育行政重点施策
　幸手市教育委員会は、「幸手市教育大綱（第 2 次）」のもと、国・県の動向を把握しながら、幸手市の子ども
たちが将来、グローバル社会で活躍・貢献できる人材に育つような教育および必要な環境整備を推進します。
　また、健康寿命の延伸を目指す幸手市においては、市民が生涯にわたって学び、活動できるように、社会
教育事業の更なる充実を推進します。さらに、市民が我が街に誇りを持てるよう、歴史・伝統文化の継承と
活用に繋がる事業を展開してまいります。　　　　　　　問合せ　総務課☎（43）1111 内線 622・（43）3188


